
み　　　な　　　み （4）平成21年７月17日

初
心
に
帰
る一

学
年
主
任
　
布
村
　
隆

入
学
式
か
ら
早
二
ケ
月
が
経
ち
、

少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
ぎ
こ
ち

な
さ
も
消
え
、
本
校
で
の
高
校
生
活

を
無
事
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
様
子
が
伺

え
ま
す
。

と
こ
ろ
で
先
日
、
あ
る
教
育
雑
誌

に
こ
ん
な
一
文
が
あ
り
ま
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
の
学
校
で
の
学
習
内
容

は
、
ゆ
と
り
教
育
か
ら
確
か
な
学
力

定
着
へ
と
向
か
う
の
で
は
…
」

し
か
し
私
は
、
今
の
生
徒
た
ち
に

は
、
学
力
向
上
よ
り
も
む
し
ろ
そ
れ

を
し
っ
か
り
受
け
止
め
ら
れ
る
土
台

と
し
て
、「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご

は
ん
」
を
中
心
と
し
た
生
活
リ
ズ
ム

の
改
善
の
方
が
必
要
に
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
つ
ま
り
、
基
本
的
生
活
習
慣

の
確
立
で
す
。

ぜ
ひ
と
も
、
生
徒
た
ち
全
員
が
絶

対
に
身
に
付
け
て
も
ら
い
た
い
部
分

で
あ
り
、
今
後
生
活
し
て
い
く
中
で

様
々
な
試
練
が
待
ち
受
け
て
い
ま
す

が
、
色
々
な
諸
問
題
解
決
の
糸
口
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、「
子
ど
も
は
親
の
背
を
見

て
育
つ
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
活
気

あ
る
家
庭
は
、
家
族
団
ら
ん
の
時
間

を
持
ち
、
会
話
の
時
間
を
確
保
し
、

家
族
と
多
く
の
時
間
を
過
ご
す
そ
う

で
す
。
そ
し
て
「
ふ
れ
あ
い
・
喜

び
・
悲
し
み
」
を
共
有
で
き
る
そ
う

で
す
。
こ
の
こ
と
も
大
変
重
要
な
事

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ど
う
か
保
護
者
の
皆
様
に
は
、
生

徒
た
ち
の
た
め
に
多
大
な
ご
協
力
と

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
生
徒
た
ち
に
は
自
己
実
現

で
き
る
よ
う
、
学
校
生
活
を
有
意
義

な
も
の
に
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

数
　
学

上
段
右
か
ら

小
松
h
佐
智
子
（
２
の
６
副
）

船
山
　
鈴
子
（
２
の
７
正
）

北
条
　
盛
夫
（
１
の
２
副
）

舘
沼
　
昇
一
（
１
の
７
正
）

木
村
　
敬
一

下
段
右
か
ら

（
２
の
５
副
）

横
山
　
敬
三
（
３
の
７
正
）

加
藤
　
和
雄
（
３
の
５
副
）

佛
田
　
清
隆
（
教
頭
）

国
　
語

上
段
右
か
ら

幡
山
さ
ゆ
り
（
２
の
１
正
）

黒
川
　
栄
子
（
１
の
３
副
）

小
森
　
礼
子

村
上
　
一
未
（
１
の
５
正
）

下
段
右
か
ら

岩
上
　
照
朗
（
主
幹
教
諭
）

松
丸
　
繁
蔵
（
３
の
１
正
）

（
３
の
４
正
）

小
山
田
あ
ゆ
み
（
２
の
２
正
）

英
　
語

上
段
右
か
ら

西
垣
　
　
徹
（
１
の
２
正
）

磯
　
　
良
則
（
２
の
４
正
）

リ
コ
・
ネ
ム
ハ
ー
ド

渡
辺
　
聡
代
（
１
の
６
正
）

篠
原
　
玲
子
（
１
の
５
副
）

藤
野
　
光
代
（
２
の
３
副
）

千
葉
卯
多
子
（
３
学
年
付
）

下
段
右
か
ら

佐
藤
　
一
典
（
３
の
７
副
）

稲
葉
　
久
恵
（
３
の
６
正
）

保
坂
　
里
美
（
３
の
２
正
）

長
谷
川
良
子
（
２
の
６
正
）

足
立
　
一
則
（
２
の
１
副
）

森
島
　
　
栄
（
３
学
年
付
）

芸
術
科
　
家
庭
科

家
庭

赤
羽
　
知
子
（
１
の
７
副
）

美
術

高
久
　
歳
子

書
道

北
村
の
ぞ
み
（
３
の
３
副
）

音
楽

星
野
　
典
子
（
１
の
３
正
）

校長　田中　重夫

教頭　佛田　清隆

宜しくお願いします

（敬称略） 
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確
か
な
力
へ

二
学
年
主
任
　
幡
山
さ
ゆ
り

第
二
学
年
二
八
七
名
は
新
し
い
コ

ー
ス
・
ク
ラ
ス
に
な
り
、
不
安
の
中

に
も
誰
も
が
希
望
を
胸
に
ス
タ
ー
ト

し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
二
年
生
は
、

学
校
生
活
に
も
慣
れ
、
し
っ
か
り
腰

を
落
ち
着
け
自
分
を
見
つ
め
る
こ
と

の
で
き
る
、
高
校
生
活
の
中
で
も
最

も
充
実
し
た
時
期
だ
と
思
い
ま
す
。

先
日
の
新
聞
コ
ラ
ム
に
、
あ
る
プ

ロ
野
球
監
督
が
「
負
け
る
と
き
に
は

負
け
る
理
由
が
あ
っ
て
負
け
る
。
勝

ち
よ
り
も
負
け
の
方
が
信
じ
る
に
足

る
。」
と
い
う
文
章
が
あ
り
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
自
分
の
生
活
の
中
で

の
部
活
動
や
進
路
学
習
な
ど
に
置
き

換
え
て
考
え
、
積
極
的
な
意
見
を
書

い
て
い
ま
し
た
。

毎
日
の
授
業
の
中
で
、
理
解
で
き

な
か
っ
た
部
分
に
つ
い
て
、「
何
の
」

「
ど
こ
が
」「
な
ぜ
」「
ど
う
す
れ
ば
」

の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
く
よ
う
に
話

し
て
い
ま
す
。
理
解
で
き
な
か
っ
た

「
負
け
」
の
理
由
を
は
っ
き
り
さ
せ
、

ど
う
す
れ
ば
理
解
で
き
る
か
を
考
え

さ
せ
ら
れ
る
授
業
で
あ
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
一
年
間
、
学
校

生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
し
っ
か
り

と
自
分
を
見
つ
め
、
素
直
に
自
己
を

省
み
る
こ
と
で
、
確
か
な
力
を
つ
け

て
い
く
次
の
時
期
に
つ
な
げ
ら
れ
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

進
路
の
選
択

三
学
年
主
任
　
松
丸
　
繁
蔵

ち
ょ
う
ど
八
十
年
前
、
ア
メ
リ
カ

か
ら
始
ま
っ
た
金
融
危
機
の
荒
波
が

日
本
列
島
の
岸
辺
に
打
ち
寄
せ
て
き

た
と
き
、
貧
し
さ
を
抱
え
た
帝
国
は

産
業
構
造
の
転
換
を
図
り
な
が
ら
、

恐
慌
の
波
を
乗
り
切
る
道
を
選
択
し

た
。
そ
の
後
の
十
五
年
戦
争
へ
の
歩

み
と
破
局
。
歴
史
の
後
知
恵
と
は
い

え
、
歴
史
に
必
然
の
歩
み
な
ど
あ
る

は
ず
も
な
く
、
私
た
ち
は
む
し
ろ
歴

史
に
「
も
し
」
と
い
う
問
い
を
発
し

て
い
く
べ
き
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

時
代
の
動
向
は
そ
の
渦
中
に
あ
っ

て
は
見
え
ず
、
後
戻
り
の
で
き
な
い

地
点
で
常
に
私
た
ち
は
歩
み
の
必
然

に
思
い
を
致
し
、
変
化
を
諦
め
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

時
代
の
中
で
若
者
は
ど
う
自
身
の

進
路
を
決
め
て
い
く
べ
き
な
の
か
。

最
善
を
尽
く
そ
う
と
懸
命
に
努
め
る

こ
と
よ
り
も
、
自
分
に
で
き
る
こ
と

に
意
を
注
ぎ
、
歩
み
直
し
を
考
慮
に

入
れ
な
が
ら
、
心
に
ゆ
と
り
を
も
つ

こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

寺
山
修
司
の
初
期
歌
篇
の
一
首
、

青
空
は
わ
が
ア
ル
コ
ー
ル
あ
お

む
け
に
わ
が
選
ぶ
日
日
わ
が
捨

て
る
夢
（
十
五
歳
）

期
待
感
に
心
を
弾
ま
せ
な
が
ら
、

将
来
の
姿
を
思
い
描
く
と
き
、
選
択

は
必
ず
夢
を
捨
て
る
こ
と
と
表
裏
で

あ
る
こ
と
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
自
分

の
過
去
と
訣
別
す
る
覚
悟
が
確
か
に

あ
る
の
か
、
と
い
う
問
い
が
突
き
つ

け
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

理
　
科

上
段
右
か
ら

藁
科
　
　
実
（
１
の
４
正
）

飯
田
　
則
子
（
主
任
実
習
助
手
）

塩
谷
　
博
之
（
２
の
５
正
）

吉
村
　
　
望
（
２
の
７
副
）

下
段
右
か
ら

大
塚
　
圭
子
（
１
の
６
副
）

飯
竹
　
雅
巳
（
３
の
６
副
）

板
倉
有
紀
江
（
３
の
５
正
）

体
　
育

上
段
右
か
ら

齋
藤
　
恭
介

小
橋
　
可
奈
（
１
の
４
副
）

遠
井
　
　
努
（
２
の
４
副
）

下
段
右
か
ら

篠
崎
　
　
淳
（
３
の
４
副
）

布
村
　
　
隆
（
１
の
１
正
）

下
和
田
勝
喜
（
２
の
２
副
）

篠
崎
　
　
悟
（
３
の
２
副
）

事
　
務

上
段
右
か
ら

慶
野
　
克
己
（
技
査
）

大
森
　
秀
男
（
事
務
長
）

舩
山
　
芳
夫
（
主
査
）

古
川
　
幸
一
（
主
任
公
仕
）

下
段
右
か
ら

長
瀬
由
美
子
（
主
任
）

五
月
女
真
由
美
（
主
任
）

黒
川
　
有
紀
（
主
事
）

小
堀
美
智
子
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
職
員
）

地
歴
・
公
民

上
段
右
か
ら

山
崎
　
　
武
（
主
幹
教
諭
）

北
村
　
裕
子
（
１
の
１
副
）

齋
藤
　
　
均
（
２
学
年
付
）

安
達
　
常
将
（
２
の
３
正
）

下
段
右
か
ら

中
田
　
良
直
（
３
の
３
正
）

（
１
学
年
付
）

柴
山
　
陽
子
（
３
の
１
副
）


